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　本年度も社会福祉協議会の会員募集を実施させていただき、多くの方に会員とし
てご加入をいただきました。
　皆様から寄せられました会費は、給食サ－ビス事業やボランティア活動の推進、
在宅生活支援事業など、地域福祉を推進していくための財源として活用させていた
だきます。
　会員としてご加入いただいた皆様に改めてお礼申し上げます。
　特別会費につきましては、次号（３月１日発行）にてご報告させていただきます。

○平成２７年度 社会福祉協議会会費実績（平成２７年１１月１３日現在）
　　一般会費　　　　　　 ８，１３１件　　　　８，１３１，０００円
　　賛助会費　　　　　　　　２５３件　 　　　　７５９，０００円
　　合　　計　　　　　　 ８，３８４件　　　　８，８９０，０００円

　１１月１７日（火）土浦市民会館で茨城県社会福祉大会が開催され、社会福祉に
功績のあった個人や団体の表彰が行われました。行方市からは３人の方が大会に参
加し、県内の個人の方・団体とともに表彰を受けました。
　表彰を受けた皆さまの、これまでの功労への敬意と感謝を表すとともに、ますま
すのご活躍を祈念いたします。

表彰者（順不同・敬称略）
●県知事表彰<社会福祉施設職員>　　高

たかはし

橋信
のぶ こ

子、小
こまつざき

松﨑訓
のり こ

子

●県社協会長表彰<ホームヘルパー>　小
こまつざき

松﨑美
み ち こ

智子

平成２７年
度

行方市社会福祉協議会会員加入  ありがとうございました

第６５回茨城県社会福祉大会
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い
き
い
き
長
寿
者
紹
介

四し

村む
ら

は
な
さ
ん 

94
歳
（
行
方
市
四
鹿
）

　

秋
も
深
ま
り
、
朝
晩
冷
え
こ
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
中
は

太
陽
の
暖
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
、

と
て
も
気
持
ち
の
い
い
日
に
お
伺

い
し
ま
し
た
。

　

四
村
さ
ん
は
潮
来
市
（
旧
牛
堀

町
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。

７
人
兄
弟
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

幼
少
期
は
と
て
も
賑
や
か
に
楽
し

く
過
ご
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
結
婚
し
、
こ
の
地
で
の
生
活
が

始
ま
り
４
人
の
子
ど
も
に
も
恵
ま

れ
、
現
在
は
４
世
代
で
お
住
ま
い

で
す
。「
こ
の
前
、
曾
孫
が
遊
び
に

来
て
く
れ
て
、
５
か
月
に
な
る
玄

孫
を
抱
っ
こ
し
た
ん
だ
よ
。」
と
笑

顔
で
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

編
み
物
が
趣
味
で
、
現
在
は
こ

た
つ
の
か
け
布
団
を
作
成
中
と
の

こ
と
。「
今
日
の
よ
う

な
天
気
の
い
い
日
に

は
、
縁
側
で
太
陽
が
動

く
の
と
一
緒
に
私
も
移

動
し
な
が
ら
編
ん
で
い

る
よ
。
大
き
さ
や
柄
を

考
え
た
り
し
な
が
ら
編

ん
で
い
る
と
、
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
う
ん
だ
。
熱
中

し
す
ぎ
て
、
気
が
付
く
と
腕
が
痛

く
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。」
と
腕

に
貼
ら
れ
た
湿
布
薬
を
見
せ
な
が

ら
、「
病
院
の
先
生
や
友
人
に
は

内
緒
な
ん
だ
け
ど
ね
。」
と
笑
顔

で
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
課
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
朝

起
き
て
か
ら
、
新
聞
を
読
み
、
テ

レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

よ
。
毎
日
の
出
来
事
を
知
っ
て
お

き
た
い
か
ら
ね
。
そ
れ
と
、
寝
る

前
に
は
日
記
を
つ
け
て
い
て
、
30

年
ぐ
ら
い
に
な
る
か
な
。
日
記
は

書
か
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
ん
だ

よ
。
毎
月
の
収
支
も
つ
け
て
い
る

ん
だ
よ
。」
そ
の
日
記
を
拝
見
す

る
と
、
そ
の
日
の
出
来
事
や
気
に

な
っ
た
こ
と
、
毎
月
の
収
支
の
状

況
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
今
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
こ
と
も

日
記
に
書
い
て
お
く
よ
。」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　　

普
段
か
ら
「
い
つ
も
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
、
家
族
に
感
謝
を
し
て
い

ま
す
。
自
分
が
幼
少
の
と
き
か
ら
、

母
か
ら
腹
を
立
て
る
な
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
怒
ら
れ
る
側
に
痛

み
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
け

ど
、
怒
る
側
に
も
痛
み
が
あ
る
ん

だ
か
ら
。」
と
教
え
ら
れ
心
が
け

て
き
た
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
四
村
さ
ん
は
、「
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
、
何
事
に
も
前

向
き
に
い
き
た
い
ね
。」
そ
し
て
、

帰
り
際
に
は
、「
ま
た
、
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
。」
と
、
こ
の

日
一
番
の
笑
顔
で
お
送
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
体
に
留
意
さ

れ
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

誌面でご紹介させていただける長寿者の方を募集しています。自薦、他薦は問いません。
ご連絡をお待ちしています。　　　　　　☎０２９９（３６）２０２０　総務企画係

四村はなさん

こたつのかけ布団が完成間近です
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　私たちの住む地域には、様々な福祉の施設があります。
　今回は、生活介護（※１）・就労継続支援Ｂ型（※２）・放課後等デイサービス（※
３）を実施している、障がい福祉サービス事業所、一般社団法人ハッピープロジェ
クト　いきいきサポートセンターコスモス館の職員の方にお話しを伺いました。

仕事内容を教えてください

この仕事をはじめたきっかけはなんですか

やりがいや魅力は何ですか

障がいのある若い人が、活動する場所がないと感じた
ので、そういう場所を作りたいと思ったからです。

就労継続支援Ｂ型事業所では畑仕事や野菜の加工をしています。生
活介護では、ビーズや紙を使って創作や、体を動かすことをしてい
ます。どんなものを作ろうかアイデアを考えるのが楽しいです。放
課後デイサービスでは子どもと一緒に頭と手を使って活動します。

ビーズなどの製品や
ジャムを作っています。

日常生活の支援を
しています。

皆さんの「楽しかった」という声をきくこと。利用者の方が色々な表情をみせてくれることです。

利用者が元気になっていくのを感じることや子ども
たちが、日々成長していくのをみることです。

いっしょに成長でき、感動を
分かち合えるところです。

いっしょに笑う、悲しむ、
喜ぶことです。

一緒にレクリエーションをしたり、食事や入浴の介助をしています。

家族に障がいのある
人がいたからです。

人と人との関係で
変わることです。

創作活動の様子
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－

誌
面
に
掲
載
し
た
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
取
材
を

通
し
て
職
員
の
方
の
利
用
者
及
び
障
が
い
福
祉

に
対
す
る
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。※

１　

生
活
介
護
と
は
、
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
方

に
対
し
て
、
主
に
昼
間
に
お
い
て
、
入
浴
・
排

せ
つ
・
食
事
等
の
介
護
、
調
理
・
洗
濯
・
掃
除

等
の
家
事
、
生
活
等
に
関
す
る
相
談
・
助
言
そ

の
他
の
必
要
な
日
常
生
活
上
の
支
援
、
創
作
的

活
動
・
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
の
ほ
か
、
身

体
機
能
や
生
活
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な

援
助
を
行
う
。

※
２　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
と
は
、
企
業
な
ど
で

就
労
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
が
い
者
に
、
雇
用

契
約
を
結
ば
ず
に
就
労
の
機
会
を
提
供
す
る
就

労
継
続
支
援
事
業
。

※
３　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
学
校
通
学
中

の
障
が
い
児
が
、
放
課
後
や
夏
休
み
等
の
長
期

休
暇
中
に
お
い
て
、
生
活
能
力
向
上
の
た
め
の

訓
練
等
を
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
校
教
育
と
相
ま
っ
て
障
が
い
児
の
自
立
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後
等
の
居
場
所
づ
く

り
を
行
う

〒
３
１
１

－

１
７
０
５

　

茨
城
県
行
方
市
内
宿
３
７
５

－

４

電　

話　

０
２
９
１

－

３
２

－

８
８
４
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
９
１

－

３
２

－

８
８
４
３

どのような支援が必要だと思いますか

普段から心がけていることはありますか

い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

コ

ス

モ

ス

館

謙虚さや気配りです。

利用者の安全を考えながら、家庭的な雰囲気づくりです。

利用者全員に目を
配ることです。

一人一人をよくみる
ことです。

利用者が笑顔ですごせる
ような心配りです。

障がいのある人が何を思っているのか。何を感じて
るのか。ということにまず気づくことです。 一人一人みんな違うので、個人に合

わせての支援が必要です。集団活動
をしながら個別支援をしています。
集団の中で、みんなが楽しく生活で
きるよう支援しています。

あたたかい目。手をさしのべる勇気です。 理解や共感が必要だと思います。

イベントでのジャム等の販売
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ボランティアって何をすればいいんだろう？
ボランティアってどうすればいいの？
そう思っている人はたくさんいるでしょう。
　私たちの身のまわりには、家族、学校職場の友人、同じ町に住んでいる人など、たく
さんの人達がいます。その中にはいろいろな事情でやりたいことができずに、困って
いる人がいます。みんなが楽しく暮らしていくためには、できる範
囲で少しずつ助け合うことが必要です。これがボランティアです。
落ちているゴミを拾って町をきれいにしたり、牛乳パックなどのリ
サイクルに協力したり、お年寄りや障害のある人を手伝ったりする
身近なことからボランティアはできます。
　ボランティアをやるうえで一番大事なのは「きもち」です。
　そんな「きもち」を行方市社会福祉協議会ボランティアセンター
がお手伝いします。

　市民の皆さんが主体的に取り組むボランティア活動を支援しています。
　ボランティア活動をやってみたい人やボランティアを必要としている人の相談に応
じたり、情報提供 (広報紙・ホームページ )、ボランティアの育成 (各種講座・研修会
の開催 )、アドバイスをしています。また、ボランティアの紹介やボランティア活動
に関する情報提供がスムーズにできるようにボランティアをしたい人やグループの登
録を行っています。

ボランティアって何？

ボランティアセンターって何？

社協社協ののさーびすさーびす⑪⑪

ボランティアセンター事業ボランティアセンター事業

←連絡調整 ←相談

ボランティアセンターボランティアセンター ボランティアボランティア
派遣希望者派遣希望者→協力 →派遣

ボランティアボランティア

（個人・団体）（個人・団体）

　行方市社会福祉協議会行方市ボランティアセンター　☎ ０２９９（３６）２０２０お問合せ先
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　10 月 10 日（土）、災害ボランティア８名で、台風
18号の被害に遭った常総市に伺い、被災地の復旧支援
活動を行いました。
　当日は、常総市災害ボランティアセンターの石下サテ
ライトにて、受付・オリエンテーションで注意事項を聞
いてから、マッチングされた活動に向かいました。
　活動内容は、一般家庭の片付けや掃除が中心です。住
民の方々の意向を確認しながら、一緒になって作業を進
めました。
　一日のみでの活動では、思うようにお力になれません
でしたが、災害ボランティアセンターに戻り継続ニーズ
として明日以降のボランティアにつなげてもらうように
申し送り、活動を終了しました。
　この日は、発災から一か月近く経っていたものの、被災
地ではいまだ十分な支援が届いていない部分も多く見ら
れ、今後も継続した活動が必要であると強く感じました。

参加した他のボランティアからは、
「被災地での活動を家族や知人に伝えていきたい。」
「今後も支援が必要だと感じました。」
等の感想をいただきました。

でのボランティア活動報告ボランティア活動報告常 総 市

活動の様子

にぎわうチャリティーバザー

　１１月１日（日）行方ふれあいまつりにおいて、行方市ボランティア連絡協議会チャリ
ティーバザーが開催されました。バザー用品は、会員に寄付物品を募ったものです。皆様
のご支援、ご協力により９３，０８０円を
売り上げることができました。
　この売上金は、支援金として平成２７
年関東・東北豪雨災害で被災された常総
市へ送らせていただきました。
　「私たちの心が少しでも、常総市の復興
の力になればと思います」と参加者のお
ひとりはおっしゃっていました。
　今後も充実したボランティア活動の推
進やボランティアの質の向上に努めて参
りますので、更なるご支援、ご協力方宜
しくお願いします。

行方市ボランティア連絡協議会行方市ボランティア連絡協議会によるによるチャリティーバザー開催チャリティーバザー開催されるされる！！！！

支援金９３，０８０円を常総市に！！
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　１０月２０日（火）行方市ボランティア連絡協議会会員交流研修会が千葉方面にて実施さ
れ、さまざまなボランティア団体に所属する総勢９８名の参加がありました。交流研修会で
は、那古寺住職の講話を伺い、その後は鋸山へ向かい東京湾の眺望を楽しみました。
　ボランティア団体が一堂に会す機会は少な
いこともあり、「知らなかったけど、いろいろ
なボランティアがあるんだね。」との声や「男
性のボランティアがもっと増えてくれればい
いなあ。」などの声が聞かれました
　普段の活動はそれぞれの団体ごとで行うこ
とが多いみなさんですが、この日はボランティ
ア団体の垣根を越えて交流し、新しい発見な
どもあったのではないかと思います。それら
は今後の活動に役立つものになることと思い
ます。

　１１月１１日 ( 水 ) 行方市麻生公民館体育室で、ニュースポー
ツ活動の普及・啓蒙及び参加者同士の交流を目的として、行方市
老人クラブ連合会・NPO法人わくわくニュースポーツクラブの
主催で、５３名参加のもとディスコン（※１）・輪投げ（※２）・
バッコー（※３）の３種目の体験教室が開催されました。

※１　ディスコンとは、円盤をポイントめがけて投げる競技。
※２　輪投げとは、離れた地点に立てた棒に輪を投げ入れる競技。
※３　バッコーとは、約１５センチ角のビーンバッグを、傾斜したボードに向かってアンダー

スローで投げ、得点を競う競技。

交流研修会の様子

～行方市ボランティア連絡協議会が～行方市ボランティア連絡協議会が
会員交流研修会を実施～会員交流研修会を実施～

ニュースポーツ体験教室ニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュューーースススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポーーーツツツツツツツツツツツツツツ体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室をををををををををををを開催開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催

　１１月７日 ( 土 ) 鉾田市旭スポーツセンターで、平成
２７年度鹿行地区身体障害者スポーツ大会が行われまし
た。当市からも２５名の方々が参加し、行方市は３位入賞
し、スポーツの秋を満喫することができました。参加者か
らは、「来年は行方市が開催地なので、優勝を目指したい
です。」とコメントをいただきました。

鹿行地区身体障害者スポーツ大会鹿行地区身体障害者スポーツ大会
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　１０月６日（火）那珂総合公園において、第２０回茨城県健康福祉祭いばらきねんり
んスポーツ大会が開催されました。これは高齢者に適したスポーツを通じて健康の増進
を図るとともに、地域間の交流を深め、明るく活力ある長寿社会づくりを目的として毎
年開催されています。この日は県内各地より約１，３００名の高齢者の方々が参加し、日
頃の練習の成果を発揮しました。
　行方市からは２５名の方々が出場し、クロッケーの部で鶴亀老人クラブ (山田 ) が敢闘
賞に輝きました。
　また、その他の競技は惜しくも入賞とはいきませんでしたが、はつらつとプレーされ
ている姿が印象的でした。みなさんお疲れ様でした。

出場チーム及び選手 （順不同）
クロッケーの部 鶴亀老人クラブ（山田）
ゲートボールの部 白浜白寿会
ペタンクの部 西蓮寺寿会
輪投げの部 上山老人クラブ

グラウンドゴルフの部

今泉英雄さん
小峰和定さん
六笠實さん
掛田文子さん
茂木勝さん
理崎市郎さん

第２０回茨城県健康福祉祭ねんりんスポーツ大会第２０回茨城県健康福祉祭ねんりんスポーツ大会

ゲートボールの部

　１０月１７日（土）～２０日 (火 ) 山口県において「第２８回全国健康福祉祭やまぐち大会」
が開催されました。全国健康福祉祭とは「ねんりんピック」の愛称で親しまれているもので、
６０歳以上の方を中心として、あらゆる世代の人たちが楽しみ、交流を深めることができる
スポーツと文化の祭典です。
　今回この大会に、昨年の第１９回茨城県健康福祉祭ねんりんスポーツ大会グラウンドゴル
フの部で優勝した、山崎勇さん (小幡 ) が茨城県代表として参加されました。
山崎さんより「毎日農作業の合間の楽しみが現実となり、
参加させていただきました。会場は、山口県岩国市玖

く が

珂
運動公園で行われ、全国各地からのプレイヤーと和気あ
いあいと交流することができ、愛好者皆様方に感謝申し
上げます。維新の地にしっかりと故郷の夢と希望の種を
まいてきました。出場にあたりスタッフの皆様方、御支
援御協力に感謝いたし厚く御礼申し上げます。」と感想
をいただきました。山崎さんお疲れ様でした。

第２８回  全国健康福祉祭  やまぐち大会出場

グラウンドゴルフ茨城県代表の皆さん
（右から２人目が山崎さん）
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　ひとり暮らしの高齢者等を対象に、お弁当を作ってお届けするボランティア活動を行って
います。

詳細につきましては、お問合わせください。
お問合せ先　地域福祉係☎０２９９（３６）２０２０

　市内各所において、共同募金運動の一環としてイベント募金を実施し、たくさんの方々
から善意をお寄せいただきました。誠にありがとうございました。また、実施にあたっ
ては市内ボランティアの皆さんにご協力をいただきました。重ねてお礼申し上げます。
　共同募金運動の詳細につきましては次号（３月１日発行）にてご報告させていただきます。

　歳末たすけあい運動は赤い羽根共同募金の一環として実施されます。皆様よりお預かり
した募金は、支援を必要としている方たち（ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯、障害者世帯）
が地域で安心して新年を迎えることができるよう下記のような家事援助サービスに役立
たせていただいております。

主なサービス内容　　①草抜き・草刈り　②居間の掃除　③障子張り
（取りまとめに関しては民生委員さんに、事業実施に関してはシルバー人材センターの
みなさんにご協力をいただいております。）

ご協力いただきました皆様誠にありがとうございました。

本年度も、１２月１日から１２月３１日まで歳末たすけあい運動を実施
いたします。

町に愛を。胸に羽根を。町に愛を。胸に羽根を。
イベント募金を実施しましたイベント募金を実施しました

歳末たすけあい事業

一緒にボランティア活動はじめてみませんか？
給食サービスボランティア募集（玉造地区）

配達ボランティア
活動日　毎月３回木曜日（月１回でもOK）
内　容　利用者宅へのお弁当の配達
時　間　１０：３０～１２：００

調理ボランティア
活動日　毎月３回木曜日（月１回でもOK）
内　容　お弁当の調理
時　間　８：４０～１２：００　
場　所　玉造公民館調理室
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期　　　日　　　平成２８年３月５日（土）
行　き　先　　　東京ディズニーシー
参加対象者　　　行方市在住の母子・父子家庭の方
参　加　費　　　大人　　　　　　　４，０００円
　　　　　　　　中学生・高校生　　３，０００円
　　　　　　　　幼児・小学生　　　２，０００円
　　　　　　　　４歳未満　　　　　　無　 料
　　　　　　　　※ 参加費は当日集めます。
募 集 人 数　　　３０名
申 込 期 限　　　平成２８年１月２５日（月）
申 込 方 法　　　下記の申込先に電話またはFAX、葉書にてお申し込み下さい。

申込の際には、保護者の氏名・お子様氏名・年齢・住所・連絡先をお申し
出下さい。応募者多数の場合、抽選により決定いたします。

参加者の決定　　平成２８年２月１２日（金）までに、お申し込みいただいた方全員に参加
の可否をご連絡いたします。

そ　の　他　　　①参加決定後の変更はできません。
　　　　　　　　②東京ディズニーシー内での飲食等については各自負担になります。
　　　　　　　　※ ご不明な点はお問い合わせください。

　行方市社会福祉協議会から、ひとり親家庭（母子家庭、
父子家庭）のお子さんに入学祝品（学用品）を贈ります。
該当児童のいるひとり親家庭で祝い品を希望される保護者
の方は、お子様の氏名、性別、生年月日、保護者名、住所、
連絡先を１月２５日（月）までにお申し出ください。入学
祝品は 2月初旬頃にお送りいたします。

＜申込先・問合わせ先＞
行方市社会福祉協議会　地域福祉係
〒３１１－３５１２　行方市玉造甲４０３番地（行方市玉造福祉センター内）
電話　０２９９（３６）２０２０　　FAX　０２９９ （５５） ４５４５

ふれあい遠足参加者募集ふれあい遠足参加者募集
母子・父子家庭の皆さん　
親子で楽しいひとときを
過ごしてみませんか！

平成平成２２８年度８年度
小学校新入学児童に対する入学祝い品の贈呈
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寄附金
預　託　者　名 金額（円） 指定先

醍 醐 孝 昭 20,000 無指定

手賀中昭和３８年度卒同窓会 5,320 無指定

花で彩るまちづくり会 5,000 無指定

行方市商工会青年部 5,434 無指定

塚 原 貞 男 30,000 北浦

鈴 木 健 兄 20,000 北浦

横 　 田 　 ゆ き 子 20,000 北浦

片 岡 　 満 20,000 無指定

関 川 そ の 10,000 無指定

玉 造 陶 芸 愛 好 会 10,000 無指定

辺 　 田 　 洋 一 郎 20,000 北浦

瀧 口 喜 八 10,000 無指定

金 井 サ ク 10,000 無指定

行 方 市 ゴ ル フ 連 盟 72,004 無指定

有 馬 利 弘 20,000 北浦

行方ダンススポーツ部 10,000 無指定

行 方 市 商 工 会 50,000 無指定

方 波 見 　 亘 　 快 20,000 北浦

横 田 英 敏 20,000 無指定

大 崎 宗 治 20,000 北浦

根 田 幸 子 20,000 北浦

匿 　 　 　 名 25,950 無指定

広 報 委 員

　今回の関東東北の豪雨で茨城県下では、鬼怒
川の堤防決壊により、常総市を中心とした浸水
の被害を受け、一ヶ月が過ぎましたが、未曽有
の大水害ということで、一日も早い復旧を願い
たいものです。
　まだ、台風・大寒波等自然災害に油断はでき
ませんが、私たち高齢者は健康長寿、老後は安
心安全の暮らしを全うしたいと考え、生涯現役
で頑張りたいと思います。

編集委員　大久保守

委 員 長　 大軒　光江
副委員長　 代々城千尋
委　　員　 大久保　守
　　　　　 菅谷　京子
　　　　　 磯山　正子

委　　員　 髙橋さち子
　　　　　 新堀　文江
　　　　　 横田　照実
　　　　　 石橋　展子
　　　　　 渋谷　節夫

物品寄付
預　託　者　名 預託品 指定先

有限会社ジーテック
　代表　菅野孝一

使用済み切手 無 指 定

行方生活学校 牛乳パック
障害者地域活動
支援センター

茨城県退職公務員
連盟行方・潮来支部

タオル 1,046 本 社会福祉施設

成田溥義 米３０㎏
北浦地区給
食サービス

有限会社モトキ 使用済み切手 無 指 定

匿名 タオル・石鹸 福 祉 一 般

皆様からの寄付金・預託金（順不同・敬称略）

　平成２７年８月１日から平成２７年１０月３１日

までに善意をおよせいただいた方々をご紹介いたし

ます。皆様からの善意は行方市のさまざまな福祉活

動に使わせていただいております。

　ご指定いただいた寄付につきましては、指定の事

業に使わせていただきます。皆様からの温かいご寄

付に心より感謝申し上げます。

行方市ゴルフ連盟

茨城県退職公務員連盟　行方・潮来支部

行方市商工会


